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１．事業の概要

【凡例】
：高速道路

：一般地方道

：主要地方道

：国道

事業区間 L=1.1km

大型商業
施設

金田東
5丁目

N

金田東

金田東
4丁目

袖ケ浦
駅入口

奈良輪
大井戸

袖ケ浦消防署前

福王台

神納

バスター
ミナル前

検査登録
事務所

坂戸市場

高柳

奈良輪
小学校入口

袖ケ浦
市役所入口

神納一丁目

市民会館
入口

至 川崎市

袖ケ浦
市役所

至 市原市

木
更
津
袖
ケ
浦
線

中野畑沢線
L=約0.7km

至 木更津市街地(c)Esri Japan

木
更
津
市
中
野

袖
ケ
浦
市
坂
戸
市
場

木更津都市計画道路３・３・７号中野畑沢線

袖ケ浦都市計画道路３・３・１１号西内河根場線

（１）事業の位置
位置図

事業箇所

2



１．事業の概要

（２）事業内容

木更津市

袖ケ浦市 至 袖ケ浦駅

至 木更津金田IC 大型商業施設
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標準断面図

歩道
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・事業区間 ：木更津市金田東三丁目

～袖ケ浦市坂戸市場

・事業延長 ：Ｌ=1,059m
・幅員 ：Ｗ=25m
・道路規格 ：第4種第1級
・設計速度 ：60㎞/h
・事業期間 ：平成29年度～令和10年度
・事業費 ：68億円

一般部

橋梁部
上流側 下流側



２．事業の進捗状況

袖ケ浦市側橋脚

【凡例】
：高速道路

：一般地方道

：主要地方道

：国道

事業区間 L=1.1km

大型商業
施設

N

至 川崎市

袖ケ浦
市役所

至 市原市

木
更
津
袖
ケ
浦
線

中野畑沢線
L=約0.7km

至 木更津市街地(c)Esri Japan

■事業経緯

平成29年度 事業着手

平成30年度 用地着手

平成30年度 工事着手

令和10年度 事業完了予定

■進捗率

事業進捗率

約30％ （令和5年度末予定）

用地進捗率

約99％ （令和5年度末予定）

木
更
津
市
中
野

袖ケ浦市側搬入路

4

（１）事業の進捗状況

袖
ケ
浦
市
坂
戸
市
場



２．事業の進捗状況
（２）－１事業費増加について

現在計画
31億円

今回評価（R5再評価）
68億円（約37億円増）

内容項目

①構造形式等の見直し（増額 ３３億円）
②河川協議に伴う仮設の見直し（増額 ２億円）

橋梁工事費の増
（３５億円）

①用地買収費の増額
その他

(２億円)
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（２）－２ 事業費の増加理由
詳細設計のためボーリング調査を行ったところ、当初想定よりも支持層の位置が深く、新たに軟弱層が確認
されたなど、把握していた地盤状況が変わり、下部工の形式や杭の長さなど橋梁形式の変更が生じたため。

２．事業の進捗状況

当初

変更

当初想定していた支持層に
軟弱層が確認されたため、
支持層を見直した

軟弱層

P2橋脚(直接基礎から杭基礎(33.5m)へ変更） A2橋台(杭基礎の長さを変更）
（5.5m→33.5m)

推定支持層線

推定支持層線

＜橋梁工事費の増＞①構造形式等の見直し
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（２）－３ 事業費の増加理由

２．事業の進捗状況

既設堤防

既設堤防

切り回し堤防

橋脚施工のために河川管理者と協議を行ったところ、仮設土留めによる河積阻害分を補うために橋脚施工箇所
の背面に切り回し堤防を設置する必要が生じたことなど、橋梁施工に伴う仮設を見直したため。

施工ヤード平面図 施工ヤード断面図

断面図位置

＜橋梁工事費の増＞②河川協議に伴う仮設の見直し

＜その他＞①用地買収費の増額

周辺の地価上昇に伴い、増額となった。
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R10R9R8R7R6R5R4R3R2R1H30H29

現在計画
工期：H29～R5

今回評価
工期：H29～R10

２．事業の進捗状況
（３）事業期間の延伸

延伸理由

・用地取得に時間を要したため。

R5

R10

5年

Ｒ５現在
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３．社会経済情勢
（１）交通混雑の状況

■交通混雑の状況

大型商業
施設

金田東
5丁目

金田東

金田東
4丁目

袖ケ浦
駅入口

奈良輪
大井戸

袖ケ浦消防署前

福王台

神納

検査登録
事務所

坂戸市場

高柳

奈良輪
小学校入口

袖ケ浦
市役所入口

神納一丁目

市民会館
入口

至

川
崎
市

至

市
原
市

袖ケ浦市役所

至 木更津市街地

【凡例】
：高速道路

：一般地方道

：主要地方道

：国道

■袖ケ浦中島木更津線と千葉県全体
（地方道等）の交通量の比較

(台/日)

令和3年度全国道路・街路交通情勢調査結果
袖ケ浦中島木更津線（左図交通量観測地）のみ
個別調査結果（令和4年2月24日）

■袖ケ浦中島木更津線の渋滞発生状況

9

交通量
観測地

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

袖ケ浦中島木更津線

約 1.5倍

（地方道等）
千葉県全体

7,376

11,246

・ （主）袖ケ浦中島木更津線の木更津市中野地先交差点では、朝夕に最大１４０ｍの
渋滞が発生。

中野地先交差点



大型商業
施設

袖ケ浦駅

袖ケ浦駅
海側地区
土地区画整理

完了

金田東地区
土地区画整理

完了

出典：地理院地図

木更津金田IC金田西地区
土地区画整理
事業中

（２）区画整理事業によるまちづくり

３．社会経済情勢

・ 中野畑沢線・西内河根場線の周辺では、土地区画整理事業によるまちづくりが
実施されており、人口は、金田東地区周辺は約２．５倍、袖ケ浦駅海側地区周辺は
約２．４倍に増加。

■土地区画整理の状況(袖ケ浦駅海側土地区画整理)

資料：袖ケ浦駅海側土地区画整理組合HP

金田東地区周辺

1,311 

3,289 

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500

H27 R2
資料：国勢調査（H27,R2）

(人)
約 2.5倍

至

川
崎
市

至

市
原
市

至木更津市街地

袖ケ浦駅海側地区周辺

■人口推移

(人)

2,204 

5,311 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H27 R2

約 2.4倍
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社
会
的
割
引
率

■費用および便益算定の前提
基準年次 ：令和５年度
検討年数 ：供用後５０年間
社会的割引率：４％

■便益の算定

●走行時間短縮便益
●走行経費減少便益
●交通事故減少便益

■費用の算定

●道路整備に要する事業費
●道路維持管理に要する費用

■現在価値の算定

便益の現在価値（Ｂ） 費用の現在価値（Ｃ）

費用便益分析の実施（Ｂ／Ｃ）

４．事業の投資効果

（１）費用便益比の算定方法

費用便益分析ﾏﾆｭｱﾙ
令和４年２月
国土交通省

道路局 都市局
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４．事業の投資効果

（２）便益の算定方法
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9.8 

6.6 

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

整備前 整備後

（３）移動時間短縮

４．事業の投資効果

・ 袖 ケ 浦 駅入口～木更津金田IC間の所要時間は、中野畑沢線・西内河根場線の整備
前後で約３分の時間短縮。

整備前から

3分以上短縮

■移動時間短縮

(分)

〈算出方法〉
・令和3年度全国道路・街路交通情勢調査結果(昼間旅行速度)を参照し、
旅行速度を算定

・中野畑沢線・西内河根場線及び市道の旅行速度は下記の通り設定
中野畑沢線・西内河根場線：50km/h
市道(2車線)：40km/h
市道(4車線)：50km/h

大型商業
施設

N

袖ケ浦
市役所

至

川
崎
市

至

市
原
市

【凡例】
道路種別

走行ルート

：高速道路

：一般地方道

：主要地方道

：国道

：整備前

：整備後

至 木更津市街地

袖ケ浦
駅入口

木更津
金田IC
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0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

整備なし 整備あり

（４）交通の円滑化・渋滞緩和

４．事業の投資効果

至

川
崎
市

至

市
原
市

至 木更津市街地(c)Esri Japan

■袖ケ浦中島木更津線の渋滞発生状況

■中野畑沢線・西内河根場線の整備による
現道の交通量（袖ケ浦中島木更津線）

(台/日)

８６百台/日
転換

大型商業
施設

現道の通過交通の転換

9,500

900

14

・ （主）袖ケ浦中島木更津線の通過交通が都市計画道路中野畑沢線・西内河根場線
へ転換し、周辺道路の交通の円滑化が図れ、現道区間の渋滞緩和が見込まれる。



（５）費用便益比

４．事業の投資効果

【事業全体】

基準年：令和5年度

【残事業】

基準年：令和5年度
注１）便益・費用については、基準年（令和5年度）における現在価値化した後の値である。
注２）費用及び便益額は整数止めとする（交通事故減少便益及び維持管理費を除く）。
注３）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故
減少便益

走行経費
減少便益

走行時間
短縮便益便益（Ｂ）

70億円0.1億円0.2億円70億円

1.2
総費用維持管理費事業費

費用（Ｃ）
60億円0.5億円59億円

費用便益比
（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故
減少便益

走行経費
減少便益

走行時間
短縮便益便益（Ｂ）

70億円0.1億円0.2億円70億円

1.8
総費用維持管理費事業費

費用（Ｃ）
39億円0.5億円39億円
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現在計画今回評価（R5）

３１億円６８ 億円事業費

（６）費用便益比の算定結果

４．事業の投資効果

Ｂ／Ｃの
比較

事業費の
比較

現在計画今回評価（R５）

平成２０年１１月令和４年２月版費用便益マニュアル

１,０５９ｍ１,０５９ｍ対象延長

平成２８年度令和５年度基準年次

平成３６年度令和１１年度供用予定年次

供用後５０年供用後５０年分析対象期間

平成１７年度
道路交通センサス

平成２７年度
道路交通センサス

基礎データ

１９，０００ 台/日１３，８００～１８，４００ 台/日計画交通量

３９ 億円７０ 億円総便益（Ｂ）

２４ 億円６０ 億円総費用（Ｃ）

１．６１．２Ｂ／Ｃ
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５．コスト縮減

建設発生土の
有効利用

土砂購入費の
削減

他事業で発生した土砂

都市計画道路の盛土で使用

※盛土量V=59,500m3予定

土砂購入費の削減

・他事業で発生した土砂を盛土で使用することにより、土砂購入費を縮減

・技術の進展による新技術・新工法の積極的な活用を図り、コスト縮減に努めていく
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６．対応方針（案）

事業を継続し、効果の早期発現を目指す

【理由】

○費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、事業全体「１．２」

残事業 「１．８」
○整備効果

・交通の転換による周辺道路の
交通の円滑化・渋滞緩和
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